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６月の意向
【
一
般
】
連
帯

【
宣
教
】
神
学
生
と
修
練
者

【
日
本
の
教
会
】
司
教
団
の
た
め

教
皇
様
の
意
向
の
た
め
に
祈
り
ま
し
ょ
う

　「
な
ぜ
、
こ
ん
な
こ
と
が
？
」

「
ど
う
し
て
こ
こ
に
？
」
と
い
う

こ
と
が
あ
る
。
今
回
の
地
震
も
予

期
し
な
い
時
に
、
予
期
し
な
い
所

で
起
き
て
し
ま
っ
た
。
人
を
大
切

に
さ
れ
る
神
様
が
こ
ん
な
こ
と
を

な
さ
っ
た
の
か
、
と
つ
い
思
っ
て

し
ま
う
。
も
し
、
こ
の
時
期
に
神

様
が
な
さ
っ
た
と
し
た
ら
、
文
句

を
言
う
の
で
は
な
く
、
神
様
の
意

と
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
ね
ば
な
ら

な
い
。「
私
が
再
び
来
る
前
に
天

体
が
揺
り
動
か
さ
れ
る
。
だ
か

ら
、
い
つ
も
警
戒
し
な
さ
い
」
と

言
わ
れ
る
イ
エ
ス
様
の
言
葉
を
確

認
す
る
た
め
な
の
か
。
事
が
起
こ

る
た
び
に
気
持
ち
が
呼
び
起
こ
さ

れ
る
。
不
安
と
恐
れ
の
中
で
生
活

を
強
い
ら
れ
て
し
ま
う
。し
か
し
、

「
私
は
あ
な
た
方
に
平
和
を
残
し
、

あ
な
た
方
に
平
和
を
与
え
る
」
と

も
言
わ
れ
る
イ
エ
ス
様
の
言
葉
に

信
頼
も
し
て
い
る
。『
主
の
平
和
』

『
主
の
平
安
』
を
心
に
い
た
だ
き

な
が
ら
、
ど
ん
な
状
況
で
も
主
と

共
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
▼

更
に
、
こ
の
様
な
時
期
だ
か
ら
こ

そ
、「
お
互
い
に
愛
し
合
い
な
さ

い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
私
が
あ
な

た
達
と
共
に
い
る
こ
と
が
分
か

る
」
と
も
言
わ
れ
る
主
を
思
い
出

し
、『
い
つ
く
し
み
の
御
父
の
み

顔
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
』
を
行
い

に
よ
っ
て
紹
介
す
る
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
る
必
要
も
あ
る
。
教
皇
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
は
、「
私
の
心
か
ら
の

願
い
は
、
こ
の
大
聖
年
の
間
に
キ

リ
ス
ト
者
が
、
身
体
的
な
慈
善
の

わ
ざ
と
精
神
的
な
慈
善
の
わ
ざ
に

つ
い
て
じ
っ
く
り
と
考
え
て
く
だ

さ
る
こ
と
で
す
…
」
と
言
い
、「
私

達
は
主
の
言
葉
か
ら
逃
れ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
」
と
諭
し
て
お
ら

れ
る
（
大
勅
書
「
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
、父
の
い
つ
く
し
み
の
み
顔
」

《
15
番
》）。
支
え
合
い
、
助
け
合

い
の
心
で
主
の
み
言
葉
を
実
行
し

よ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
御
父
を
証

し
で
き
る
の
だ
か
ら
。（
Ｓ
）

　
馬
渡
島
教
会
赴
任
当
初
、
島

の
駐
在
所
の
警
察
官
か
ら
聞

か
さ
れ
た
言
葉
は
、「
こ
の
島

は
よ
か
人
た
ち
が
多
か
け
ん
、

仕
事
の
や
り
易
い
所
で
す
。
延

長
を
願
っ
て

叶
え
て
も
ら

え
た
の
で
、

も
う
二
期
目

の
お
勤
め
中

で
す
」。
人

と
人
と
の
交

わ
り
の
具
体

的

な

良

い

実
り
が
ど
こ
か
ら
来
た
の
で

し
ょ
う
か
。
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭

に
と
っ
て
も
決
し
て
居
心
地

が
悪
い
所
で
は
な
い
ら
し
く
、

赴
任
早
々
、
吉
報
に
一
安
心
し

き
た
の
で
あ
る
。

　
戦
後
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
た

ち
は
、
そ
の
信
仰
を
よ
り
徹
底

さ
せ
る
た
め
に
カ
ト
リ
ッ
ク
学

校
を
創
設
し
、
小
さ
な
島
に
公

立
学
校
と
私
立
学
校
が
併
存
。

そ
の
結
果
、
善
意
で
始
め
た
こ

と
に
溝
が
生
じ
、
神
の
み
心
に

沿
わ
な
い
面
が
自
然
に
出
て
き

た
の
で
あ
る
。「
人
の
子
は
、

失
わ
れ
た
も
の
を
探
し
て
救
う

た
め
に
来
た
の
で
あ
る
」（
ル

カ
19
・
10
）。
人
と
な
ら
れ
た

神
の
独
り
子
イ
エ
ス
の
み
心
の

シ
ン
ボ
ル
、
そ
の
心
臓
が
私
た

ち
の
生
活
に
反
応
し
て
い
る
現

実
に
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
み

心
の
月
を
過
ご
し
た
い
。

 

司
祭
の
家　

浦 

俊
雄 

神
父

て
生
活
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

「
神
は
そ
の
独
り
子
を
お
与
え
に

な
っ
た
ほ
ど
に
世
を
愛
さ
れ
た
。

独
り
子
を
信
じ
る
者
が
一
人
も
滅

び
な
い
で
、
永
遠
の
命
を
得
る
た

め
で
あ
る
」（
ヨ
ハ
ネ
３
・
16
）。

世
と
は
何
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
こ
の
世
に
生
活
し
て
い
る

私
た
ち
に
ほ
か
な
ら
な
い
。「
い

ま
だ
か
つ
て
神
を
見
た
者
は
い
な

い
。
父
の
ふ
と
こ
ろ
に
い
る
独
り

子
で
あ
る
神
、
こ
の
方
が
神
を
示

さ
れ
た
の
で
あ
る
」（
ヨ
ハ
ネ
１
・

18
）。
信
仰
の
自
由
を
求
め
て
、

こ
の
島
に
上
陸
し
た
最
初
の
カ
ト

リ
ッ
ク
信
者
有
エ
門
（
１
８
３
９

年
・
天
保
６
年
）
は
、
島
の
人
々

の
好
意
に
よ
っ
て
生
活
の
場
と
共

に
信
仰
を
守
り
伝
え
る
こ
と
が
で

イエスのみ心

　
司
祭
評
議
会
・
本
部
会
議

教
区
内
の
課
題
を
探
る

　
熊
本
地
震
か
ら
１
ヶ
月
以
上
が
経
過
し
た
。
今
も
な
お
、
約
９
０
０

０
人
が
避
難
生
活
を
続
け
る
な
ど
、
多
く
の
人
が
困
難
な
状
況
に
お
か

れ
て
い
る
。
教
区
内
で
は
信
徒
の
安
否
、
被
災
状
況
の
掌
握
を
す
す
め

て
い
る
。
５
月
９
日
に
「
カ
リ
タ
ス
福
岡
・
熊
本
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
開

設
。
被
災
地
域
、
被
災
者
の
た
め
の
支
援
活
動
を
行
う
。

金
が
届
い
て
い
る
。「
何
が
必
要

で
す
か
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
た
い
の
で
す
が･

･
･

」
な
ど

の
問
合
せ
が
絶
え
な
い
。

　
福
岡
教
区
内
の
小
教
区
や
各
団

体
も
被
災
地
域
の
人
々
を
支
援
し

よ
う
と
、
具
体
的
な
支
援
方
法
を

模
索
し
て
い
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
福

岡
司
教
区
幼
児
教
育
連
盟
も
熊
本

の
被
災
幼
稚
園
・
保
育
園
を
支
え

よ
う
と
義
援
金
を
呼
び
か
け
た
。

福
岡
教
区
内
の
支
援
体
制

　
福
岡
教
区
で
は
支
援
の
体
制
を

整
え
る
た
め
に
、４
月
20
日
に「
カ

ト
リ
ッ
ク
福
岡
教
区
熊
本
地
震
被

災
者
支
援
室
」（
実
務
責
任
者
＝

青
木
悟
神
父
）
を
開
設
。
被
災
状

況
の
把
握
、
支
援
金
・
支
援
物
資

の
受
付
に
対
応
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
支
援
室
と

し
て
の
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
の

支
援
の
も
と
、「
カ
リ
タ
ス
福
岡
・

熊
本
支
援
セ
ン
タ
ー
（
通
称
＝
く

ま
セ
ン
）」（
セ
ン
タ
ー
責
任
者
＝

森
山
信
三
神
父
）
を
５
月
９
日
に

開
設
。
菊
池
教
会
敷
地
内
に
拠
点

を
置
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入

れ
と
派
遣
に
対
応
し
て
い
る
。【
２

面
に
関
連
記
事
】

　
く
ま
セ
ン
で
は
熊
本
県
西
原
村

の
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
が
れ
き
の
撤
去
な
ど
の
屋
外

活
動
と
、
福
祉
避
難
所
で
の
屋
内

活
動
が
あ
る
。
ま
た
、
小
教
区
を

通
じ
て
の
要
請
に
も
応
え
、
被
災

し
た
信
徒
の
方
の
自
宅
の
片
付
け

も
行
う
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
助
け

が
必
要
な
方
は
、
く
ま
セ
ン
☎

０
８
０
・
２
７
０
３
・
０
２
６
６
ま

で
。

　
支
援
室
で
は
５
月
12
日
付
け
で

「
義
援
金
の
申
請
受
付
に
つ
い
て
」

の
文
書
を
発
信
。
一
定
の
条
件
に

該
当
す
る
方
に
見
舞
金
が
支
給
さ

れ
る
。

熊
本
地
区
で
は 

　
　
　

　
５
月
22
日
、
地
震
発
生
後
初
め

て
の
熊
本
地
区
宣
教
司
牧
評
議
会

が
開
催
さ
れ
た
。
各
小
教
区
の
被

　
５
月
17
日
（
火
）、
司
祭
評
議

会
が
司
教
館
で
行
わ
れ
た
。
初
め

の
祈
り
の
後
、
宮
原
良
治
司
教
か

ら
、「
熊
本
地
震
の
被
災
者
に
思

い
を
馳
せ
な
が
ら
、
今
の
困
難
を

乗
り
越
え
て
い
く
た
め
の
祈
り
と

支
援
の
輪
を
広
げ
よ
う
。
試
練
を

恵
み
に
変
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う

一
致
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
行
こ

う
」
と
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
議

事
に
入
っ
た
。

　
１
、
熊
本
地
震
被
災
者
支
援
に

つ
い
て

：

教
区
支
援
室
の
森
山

信
三
神
父
か
ら
被
災
教
会
・
修
道

院
・
幼
児
教
育
施
設
の
現
状
と
菊

池
教
会
内
に
設
立
さ
れ
た
カ
リ
タ

ス
福
岡
・
熊
本
支
援
セ
ン
タ
ー（
略

し
て
く
ま
セ
ン
）
の
動
き
、
社
会

福
祉
協
議
会
と
の
関
連
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
応
募
の
注
意
事
項
な
ど
が

話
さ
れ
た
。
く
ま
セ
ン
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
働
く
人
、
義
援
金
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
。

　
２
、
６
月
22
日
か
ら
23
日
に
行

わ
れ
る
教
区
全
司
祭
研
修
会
に
つ

い
て

：

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
紹
介
さ

れ
、
参
加
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

　
３
、「
信
仰
の
伝
達
」（
前
年
の

年
間
テ
ー
マ
）
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
報
告

：

生
活
聖
化
委
員
長
の

杉
原
寛
信
神
父
よ
り
報
告
が
な
さ

れ
た
。
更
に
、
特
別
聖
年
と
関
連

し
て
各
地
区
長
か
ら
進
捗
状
況
が

話
さ
れ
た
。

　
４
、
10
月
25
日
か
ら
27
日
に
か

け
て
予
定
さ
れ
て
い
る
長
崎
教
会

管
区
司
祭
大
会
に
つ
い
て

：

教

区
全
司
祭
の
参
加
が
前
提
と
さ
れ

て
お
り
、
課
題
を
探
り
、
親
睦
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
教
区

事
務
局
の
青
木
悟
神
父
よ
り
報
告

さ
れ
た
。

　
５
、
宣
教
司
牧
評
議
会
の
共
通

理
解
に
つ
い
て

：

設
立
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
い
た
い
こ
と
が
司

教
か
ら
話
さ
れ
た
。
尚
、
熊
本
地

区
・
筑
後
地
区
・
佐
賀
地
区
が
宣

教
司
牧
評
議
会
を
設
け
た
が
、
福

岡
地
区
・
北
九
州
地
区
は
検
討
中

で
あ
る
。

　
そ
の
他
、
各
種
委
員
会
、
各
種

団
体
や
「
教
区
の
日
」
実
行
員
会

な
ど
か
ら
お
知
ら
せ
が
あ
っ
た
。

　
山
積
す
る
課
題
の
一
つ
ひ
と
つ

が
解
決
さ
れ
る
よ
う
導
き
を
願
っ

て
止
ま
な
い
。

災
状
況
の
報
告
、
今
後
の
教
会
内

で
の
対
応
、
教
会
外
へ
の
対
応
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

　
各
小
教
区
で
は
信
徒
の
被
災
状

況
、
生
活
状
況
、
ニ
ー
ズ
の
調
査

を
行
っ
て
い
る
。
避
難
所
に
い
る

方
や
、
親
戚
宅
に
避
難
し
て
い
る

方
も
お
り
、
安
否
確
認
に
は
時
間

が
か
か
っ
て
い
る
。自
宅
が
全
壊
、

半
壊
し
て
住
め
な
い
状
況
に
あ
る

方
も
い
る
。

　
健
軍
教
会
、
島
崎
教
会
で
は
聖

堂
で
ミ
サ
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ

た
一
方
、
帯
山
教
会
の
聖
堂
は
当

分
使
え
な
い
状
態
だ
。

　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
宮
原
良
治
司
教
は
「
い
つ
く
し

み
の
心
を
持
っ
て
事
に
当
た
っ
て

も
ら
い
た
い
。
協
力
体
制
を
万
全

に
し
て
被
災
者
を
支
援
し
て
ほ
し

い
」
と
語
る
。

　「
熊
本
・
大
分
ガ
ン
バ
レ
。

長
崎
か
ら
お
う
え
ん
し
て
い

ま
す
（
教
会
学
校
６
年
）」。

長
崎
教
区
の
植
松
教
会
の
教

会
学
校
の
子
ど
も
た
ち
か
ら

十
数
枚
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
届
い
た
。
こ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
、
５
月
22
日
の
熊
本
地

区
宣
教
司
牧
評
議
会
の
場
で

熊
本
で
被
災
し
た
小
教
区
に

渡
さ
れ
た
。

　
熊
本
地
震
発
生
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
、
福
岡
教
区
に

は
全
国
各
地
、
全
世
界
か
ら

応
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
支
援
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※通信欄に、「熊本地震支援金」とご明記ください。

「カリタス福岡・熊本支援センター」（通称：くまセン）ではボラ

ンティア募集中。ボランティアを希望される方は福岡教区のホー

ムページにて、申込手順、募集要綱を確認の上、お申込ください。

http://fukuoka.catholic.jp/kjsien.html

各小教区にも文書が配布されていますので、ご確認ください。

熊本地震被災者のための祈りを、シトー会伊万里の聖母トラピス

チヌ修道院がまとめてくださいました。教会での、また個人での

お祈りに、またミサ中の共同祈願のためにお使いください。10 種

類の祈りがあります。

トラピスチヌ修道院のホームページから祈りをダウンロードする

ことができます。http://www.imari-trappistines.org/

熊本県の各小教区に在籍しているカトリック信徒、あるいは熊本

在住のカトリック外国人信徒で被災された方の中で、ある一定の

条件に該当する方にお見舞金を支給いたします。詳細は所属教会

の主任司祭にお尋ねください。

熊本地震に関する情報は随時、福岡教区のホームページと

Facebook「カトリック福岡教区 熊本地震被災者支援室」に掲載。

熊本地震被災者支援室 ☎０８０－１７６１－４１５０

熊本地震被災者のための祈り

義援金の申請受付について

熊本地震支援金

熊
本
地
震

被
災
地
域
・
被
災
者
の
た
め
の
支
援
の
輪
ひ
ろ
が
る

カリタス福岡・熊本支援センターを通しての支援活動

長崎・植松教会の子ども達から届いた
応援メッセージ

菊池教会内に拠点をおく「くまセン」の
スタッフとボランティア

ボランティア募集中
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カ ト リ ッ ク の ご 葬 儀

木 下 株 式 会 社
T E L 092−526−5656
〒810-0016
福岡市中央区平和３丁目1-5

カトリック御受難修道会・福岡黙想の家

ヴィノ デ ミサ

ご用命　お問い合せは

スイートタイプ （赤）（白）

〒815-0082　福岡市南区大楠2丁目4番8号

互助会制度もご利用できます。

福岡黙想の家 検索 ⇒

811-4155  宗像市名残1056　Tel 0940-32-3222（9:30～16:30）
Fax 0940-32-3385　E-メール　f-mokuso@fmokusou.com
インターネットで検索

◆黙想会の申込締切は開催の一週間前まで　◆詳細はお問合せください

訃
　
報

　
１
９
９
７
年
ま
で
大
阪
教
区
の

教
区
大
司
教
を
務
め
た
パ
ウ
ロ
安

田
久
雄
大
司
教
が
４
月
23
日
早

朝
、
老
衰
の
た
め
兵
庫
県
姫
路
市

の
カ
ト
リ
ッ
ク
仁
豊
野
ヴ
ィ
ラ
で

亡
く
な
っ
た
。
享
年
94
歳
。

　
安
田
大
司
教
は
１
９
２
１
年
福

岡
県
生
ま
れ
。
55
年
司
祭
叙
階
。

続
け
て
ロ
ー
マ
に
留
学
し
、
博
士

課
程
を
卒
業
。
63
年
～
67
年
、
英

知
大
学
（
当
時
）
副
学
長
。
70
年

２
月
に
大
阪
教
区
の
補
佐
司
教
に

任
命
さ
れ
、
同
年
３
月
に
司
教
叙

階
。
78
年
11
月
に
同
教
区
の
大
司

教
に
任
命
。
79
年
２
月
に
着
座
。

95
年
１
月
の
阪
神
淡
路
大
震
災
で

は
被
災
教
区
の
大
司
教
と
し
て
尽

力
し
、「
教
区
新
生
計
画
」
を
発

表
し
て
、
被
災
か
ら
の
単
な
る
復

旧
で
は
な
く
、
社
会
の
隅
々
に
ま

で
福
音
を
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
の

で
き
る
、
21
世
紀
に
向
け
刷
新
さ

れ
た
教
会
作
り
を
呼
び
か
け
る
な

ど
し
た
。
97
年
５
月
に
引
退
。
晩

年
は
カ
ト
リ
ッ
ク
仁
豊
野
ヴ
ィ
ラ

で
過
ご
し
て
い
た
。

　
安
田
大
司
教
の
葬
儀
・
告
別
式

は
４
月
26
日
、
大
阪
カ
テ
ド
ラ
ル

聖
マ
リ
ア
大
聖
堂
で
行
わ
れ
た
。

安
田 

久
雄 

大
司
教 

　
　
　
　
　

帰
天

　
１
９
２
４
年
生
ま
れ
。
41
年
入

会
。
老
衰
の
た
め
、
４
月
20
日
に

帰
天
。
享
年
92
歳
。

小
川

　
静
香 

修
道
女

（
聖
母
訪
問
会
）

山
口

　
ト
ミ 

修
道
女

　
　（
マ
リ
ア
の
宣
教
者

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
）

　
１
９
２
２
年
生
ま
れ
。
修
道
生

活
62
年
。
５
月
９
日
に
帰
天
。
享

年
93
歳
。

　
熊
本
地
震
か
ら
１
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
被
災
地
で
は
少

し
ず
つ
日
常
を
取
り
戻
そ
う
と
多
く
の
方
々
が
被
災
者
の
た
め

に
奉
仕
し
て
い
ま
す
。
福
岡
教
区
は
、
５
月
９
日
に
カ
リ
タ
ス

ジ
ャ
パ
ン
の
支
援
の
も
と
、「
カ
リ
タ
ス
福
岡
・
熊
本
支
援
セ

ン
タ
ー
（
く
ま
セ
ン
）」
を
菊
池
教
会
内
に
設
置
し
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
震
度
７
を
２
回
記
録
し
た
益
城
の
隣
町
、
西
原
村
を

活
動
の
拠
点
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

場
所
的
に
は
、
熊
本
市
内
か
ら
車
で
約
１
時
間
か
か
り
、
決
し

て
便
利
な
と
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
す
が
、
市
内
で
は
未
だ
余
震

が
続
い
て
お
り
、
ま
た
多
く
の
教
会
も
被
災
し
て
お
り
、
市
内

か
ら
離
れ
た
菊
池
に
セ
ン
タ
ー
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
次
第
で

す
。
被
災
者
の
た
め
に
何
か
し
た
い
、
そ
う
考
え
て
お
ら
れ
る

方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
み
を
し

て
、
現
地
に
赴
き
、
ご
自
分
の
目
で
被
災
地
を
見
て
、
奉
仕
さ

れ
る
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。が
れ
き
や
瓦
の
片
づ
け
等
、

力
仕
事
は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
16
日
に
、
現
地

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
協
議
会
か

ら
私
た
ち
に
24
時
間
体
制
の
西
原
村
福
祉
避
難
所
（
年
長
者
の

方
々
と
そ
の
家
族
の
た
め
の
避
難
所
）
で
の
見
守
り
が
足
ら
な

い
の
で
、
く
ま
セ
ン
に
お
手
伝
い
を
お
願
い
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
と
い
う
援
助
の
要
請
が
来
ま
し
た
。
仕
事
と
し
て
は
避
難
所

の
ト
イ
レ
掃
除
や
物
資
整
理
、
お
年
寄
り
の
お
散
歩
や
話
し
相

手
な
ど
で
す
。
寝
て
い
る
ば
か
り
の
方
が
目
立
つ
の
で
こ
れ
以

上
身
体
機
能
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め
に
も
何
か
工
夫
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
現
場
の
責
任
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
な
が
ら
お
年
寄
り
と
寄
り
添
う
こ
と
の
で
き
る
継
続
可
能
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
今
後
、
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
現
在
こ

こ
に
は
数
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
現

場
で
疲
れ
き
っ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
か
ら
は
、
大
変
助
か

り
ま
す
、
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
女
性
の
皆
様
も
ど
う
ぞ
、
く

ま
セ
ン
を
通
じ
て
現
地
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
時
の
経
過
と
と

も
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
も
減
っ
て
く
る
も
の
で
す
が
、
私
た

ち
は
、
信
徒
の
方
の
要
請
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
の
被
災
さ
れ
た

方
々
の
ニ
ー
ズ
を
受
け
取
っ
て
、
可
能
な
限
り
お
応
え
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
最
後
に
被
災
さ
れ
た
方
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て

ほ
し
い
方
は
ご
遠
慮
な
く
、
く
ま
セ
ン
に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

カリタス福岡・熊本支援センター　

　　森山信三神父（センター責任者）

　
熊
本
カ
ト
リ
ッ
ク
女
性

の
会
の
女
性
た
ち
は
自
身

も
被
災
し
て
い
る
中
、
地

震
発
生
直
後
か
ら
支
援
を
続
け
て

い
る
。
介
護
施
設
、
避
難
所
、
女

性
な
ら
で
は
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

情
報
を
収
集
し
、
難
関
を
乗
り
切

る
た
め
に
素
早
く
対
応
し
、
近
く

に
い
る
か
ら
こ
そ
分
か
る
地
域
や

個
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
き
た
。

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
女
性
団
体
連
盟

や
福
岡
教
区
内
の
他
地
区
の
女
性

の
会
と
も
連
携
し
て
い
る
。

　
熊
本
カ
ト
リ
ッ
ク
女
性
の
会
が

支
援
し
た
第
一
号
は
、
熊
本
市
国

際
交
流
会
館
に
避
難
し
て
い
た
タ

ン
ザ
ニ
ア
か
ら
の
留
学
生
の
家

族
。
一
歳
の
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
え
、

避
難
所
で
離
乳
食
が
手
に
入
ら
な

い
こ
と
や
、
移
転
先
の
心
配
を
し

て
い
た
が
、
新
し
い
所
が
見
つ
か

り
、無
事
に
引
っ
越
し
を
終
え
た
。

　
同
じ
く
、
国
際
交
流
会
館
に
避

難
し
て
い
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の

家
族
も
支
援
。こ
ち
ら
の
家
族
は
、

４
月
14
日
に
第
一
子
を
出
産
。
女

性
の
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、「
引
っ

越
し
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
産
後

に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
、

し
ば
ら
く
気
持
ち
の
面
で
の
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

引
っ
越
し
し
ま
し
た
、
は
い
、
お

し
ま
い
、
で
は
な
く
、
今
後
も
こ

の
親
子
が
母
国
か
ら
遠
く
離
れ
た

こ
の
地
で
力
強
く
生
き
て
行
け
る

よ
う
見
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

と
語
る
。

　
こ
の
他
に
も
、
避
難
所
に
い
る

全
盲
の
方
の
ご
自
宅
の
掃
除
と
食

器
棚
の
購
入
、
教
会
の
高
齢
一
人

暮
ら
し
の
方
の
部
屋
の
片
付
け
の

手
伝
い
、
聖
心
病
院
や
教
会
な
ど

へ
の
ス
ー
プ
の
提
供
な
ど
の
支
援

活
動
を
し
な
が
ら
、
必
要
な
方
に

見
舞
金
を
支
給
し
て
い
る
。

　
九
州
地
方
の
臨
床
宗
教

師
で
つ
く
る
「
九
州
臨
床
宗

教
師
」
が
、
熊
本
地
震
で
被

災
し
た
人
た
ち
の
心
の
ケ

ア
や
支
援
と
い
っ
た
活
動

を
は
じ
め
た
。
多
く
の
人
が

車
中
泊
を
続
け
る
グ
ラ
ン

メ
ッ
セ
熊
本
（
熊
本
県
益
城
町
）
で
僧
侶
や
牧
師

ら
が
不
定
期
の
傾
聴
喫
茶
「
カ
フ
ェ
・
デ
・
モ
ン

ク
」を
開
催
。
９
回
目
と
な
る
５
月
18
日
の
午
後
、

片
柳
弘
史
神
父
（
イ
エ
ズ
ス
会
）
と
共
に
福
岡
教

区
の
支
援
室
の
メ
ン
バ
ー
も
参
加
し
た
。

くまセンをご活用ください

く

ま

セ

ン

カ
リ
タ
ス
福
岡
・
熊
本
支
援
セ
ン
タ
ー

☆
い
き
な
り
、
一
晩
で
家
族
、
家
、

仕
事
、
多
く
の
も
の
を
失
な
わ
れ
た

…
被
災
さ
れ
た
方
で
な
い
と
な
か
な

か
想
像
で
き
な
い
こ
と
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
に
は
今
日
帰
る
家
が
あ

り
、
当
た
り
前
の
生
活
が
あ
り
ま
す

の
で
、
や
は
り
何
と
も
言
え
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

☆
そ
の
場
に
身
を
お
い
て
見
え
る
こ

と
、
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
が
れ
き
分
別
作
業
の
と
き
、

ご
近
所
の
方
が
時
々
様
子
見
に
い
ら

し
て
く
だ
さ
り
、
地
震
の
と
き
の
こ

と
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
顔

と
顔
を
あ
わ
せ
る
こ
と
は
共
に
歩
む

た
め
に
大
切
な
プ
ロ
セ
ス
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
人
の
話
を
聞
く

こ
と
、
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
が
、
次

の
行
動
の
活
力
に
な
る
こ
と
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

あ
と
、
カ
リ
タ
ス
の
セ
ン
タ
ー
で
分

か
ち
合
い
の
時
間
が
あ
る
こ
と
に
助

け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
一
週
間
、
分

か
ち
合
い
が
な
か
っ
た
ら
も
っ
と
ソ

ワ
ソ
ワ
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
過
ご
し
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
人
手

が
た
り
な
い
！
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た

自
分
の
家
の
片
付
け
を
自
分
で
で
き

る
力
な
ん
て
出
て
こ
な
い
は
ず
。
人

手
が
あ
れ
ば
…
と
痛
感
し
ま
し
た
。

☆
同
じ
福
岡
教
区
の
熊
本
。
身
近
に

困
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
が
た
く

さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
感
じ
ま

し
た
。
周
り
の
人
た
ち
も
誘
っ
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
５
月
９
日
に
開
設
し
た
「
く
ま
セ
ン
」
は
全
国
各
地
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
受
け
入
れ
て
い
る
。５
月
25
日
現
在
、延
べ
１
０
０
人
近
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
く
ま
セ
ン
を
通
じ
て
支
援
活
動
を
行
っ
た
。
平
日
に
は
60
代
、
70
代
の

方
、
週
末
に
は
青
年
た
ち
が
活
躍
し
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
さ
れ

た
方
の
声
を
紹
介
す
る
。

　
教
区
内
の
青
年
た
ち
も
自
発
的
に
グ
ル
ー
プ
を

作
り
、
被
災
地
を
訪
問
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

期
間
中
、
健
軍
教
会
の
聖
堂
と
信
徒
会
館
の
片
付

け
、
被
災
し
た
信
者
さ
ん
の
自
宅
の
片
付
け
の
手

伝
い
等
を
行
っ
た
。

　
４
月
29
日
に
は
、

青
年
有
志
が
熊
本
市

国
際
交
流
会
館
で
外

国
人
被
災
者
の
た
め

の
炊
き
出
し
を
行
っ

た
。

【月例黙想会】

期　日：6月11日（土）17時～12日（日）15時
指導者：染野 治雄 神父（福岡黙想の家主任） 
費　用：8,700円（税込・指導料含む）

【奉献者のための黙想会】

期　日：7月8日（金）17時半～17日（日）9時
指導者：染野 治雄 神父（御受難修道会）
費　用：80,000円（宿泊･食事･指導料含む）

　
熊
本
市
国
際
交

流
会
館
（
熊
本
市

中
央
区
）
で
は
一

時
期
最
大
約
７
０

人
の
在
留
外
国
人

が
避
難
先
と
し
て

利
用
し
た
。
多
言

語
で
の
情
報
発
信

や
、
被
災
し
た
外

国
人
の
た
め
の
炊

き
出
し
を
す
る
な
ど
、外
国
人
の
「
駆
け
込
み
寺
」

と
し
て
機
能
し
て
い
た
。

　
炊
き
出
し
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
コ
ム
ス
タ
カ
」

が
呼
び
か
け
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
グ
ル
ー
プ
を
始
め

い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
が
奉
仕
し
た
。

　
５
月
１
日
と
８
日
に
は
被
災
し
た
外
国
人
の
た

め
の
生
活
相
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。
生
活
を
再
建

す
る
た
め
に
必
要
な
行
政
・
法
律
上
の
相
談
や
心

の
相
談
が
行
わ
れ
た
。
心
の
相
談
で
は
ビ
ン
・
ア

ル
バ
氏
（
佐
賀
教
会
）
や
加
藤
理
人
氏
（
島
崎
教

会
）
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
相
談
に
応
じ
た
。「
子

ど
も
と
ど
う
過
ご
せ
ば
良
い
の
か
」
な
ど
の
相
談

が
あ
っ
た
。

炊き出しをしたフィリピン人グループ

タンザニアからの留学生と女性の会のメンバー

（上）がれき分別作業をするボランティア

（下）福祉避難所でお年寄りに寄り添う

熊
本
カ
ト
リ
ッ
ク
女
性
の
会

被
災
外
国
人
の
た
め
の
支
援

宗
教
者
に
よ
る

　
　
　
傾
聴
喫
茶

その時私たちは･･･
熊 本 地 震
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福
岡
教
区
修
道
女
連
盟
総
会

「
神
に
派
遣
さ
れ
た
者
と
し
て
」

方
法
や
手
段
を
追
及

し
、
時
代
の
変
化
に
柔

軟
に
対
応
し
て
い
く
よ

う
」
に
促
し
た
。

　
ミ
サ
の
終
わ
り
に
、

宣
教
司
牧
評
議
会
会
長

と
女
性
の
会
指
導
司
祭

へ
の
任
命
書
授
与
が
行

わ
れ
た
。
司
教
は
挨
拶

の
中
で
発
足
に
至
る
司

祭
や
信
徒
の
努
力
に
謝

意
を
表
し
、
組
織
と
し

て
、
一
致
団
結
と
す
べ

て
の
信
徒
使
徒
職
の
使

命
を
果
た
す
よ
う
に
求

め
た
。
こ
れ
に
応
え
て

佐
賀
地
区
長
の
下
町
豊

重
神
父
（
佐
賀
教
会
）
は
、「
宣

教
司
牧
評
議
会
は
司
教
様
の
認
可

に
よ
っ
て
４
月
１
日
か
ら
歩
み
だ

し
た
が
、
今
日
の
こ
の
ミ
サ
式
典

に
よ
っ
て
さ
ら
に
活
気
づ
け
ら

れ
、
力
強
い
歩
み
を
続
け
て
い
け

る
と
確
信
し
ま
し
た
。
お
言
葉
通

り
一
致
団
結
し
て
佐
賀
地
区
そ
し

て
教
区
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
力
強
く

☆
幸
せ
は
あ
な
た
心
が
決
め
る

渡
辺 

和
子 

著

思
い
通
り

に
行
か
な

い
時
こ
そ 

自
分
ら
し

さ
を
輝
か
せ
る
道
が
あ
る
。
つ
ら

い
こ
と
、
つ
ま
ら
な
い
こ
と
を
、

価
値
あ
る
こ
と
に
。生
き
る
指
針
、

人
生
の
ヒ
ン
ト
。

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
発
行

税
込
み
価
格
１
０
８
０
円

　
　
　
　
◇
　
◇
　
◇

☆
被
災
地
か
ら
考
え
る
３
・
11
と

テ
レ
ビ

坂
田
邦
子
、
三
村
泰
一 

編

あ
れ
か
ら

５
年
。
メ 

デ
ィ
ア
は
、

ど
れ
ほ
ど

の
情
報
を
人
々
に
発
信
し
て
い
た

の
か
、
情
報
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

を
交
感
す
る
姿
を
東
北
大
学
大
学

院
の
俊
英
た
ち
が
徹
底
検
証
。
被

災
地
の
変
遷
を
見
つ
め
る
。

サ
ン
パ
ウ
ロ
発
行

税
込
み
価
格
１
９
４
４
円

◇
　
◇
　
◇

☆
人
生
を
変
え
る
出
会
い
の
力

　
　
　
　
　

闇
か
ら
光
へ

五
十
嵐 

弘
志 

著

前

科

３

犯
、
延
べ

約
20
年
間

を
刑
務
所

の
中
で
過
ご
し
て
き
た
著
者
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
を
と
お
し
て

自
分
自
身
を
見
つ
め
直
し
、
支
援

者
や
元
受
刑
者
の
仲
間
と
共
に
再

犯
の
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
立
ち
上
が
る
。
回
心
と
償
い
、

再
生
と
希
望
の
物
語
！

ド
ン
・
ボ
ス
コ
社
発
行

８
０
０
円
＋
税

福
岡
地
区
カ
ト
リ
ッ
ク
女
性
の
会
総
会

愛
の
う
ち
に
共
に
育
つ

菊池・山鹿教会　合同堅信式
　４月24日、菊池・山鹿教会合同の堅信式が菊池教会で行われた。

神はこの世界を創られ、その御心は聖霊を通して私たち人間の意

志に影響を与える。毎日のちょっとした判断や選択のとき私たち

を導いてくれる内なる声、気乗りせずがっかりしている時に私た

ちの中で燃える火が必要。この内なる声、内なる火が私たちを自

由にしてくれる神の霊の働きではないでしょうか。菊池・山鹿教

会では今回７人が堅信を受けました。菊池教会の小さな聖堂は大

地震のあとにもかかわらず人々でいっぱい！宮原良治司教の按

手、香油に続き、最後

は聖歌410番「喜び歌え

アレルヤアレルヤ」の

大合唱！感謝のうちに

祝会へ。手作りの美味

しいフィリピン料理の

味はまた格別だった。

聖霊きてください！

（山鹿巡回教会　M）

　
５
月
８
日
（
日
）、
佐
賀
地
区

宣
教
司
牧
評
議
会
お
よ
び
女
性
の

会
の
発
足
式
ミ
サ
が
、
宮
原
良
治

司
教
の
主
司
式
に
よ
り
佐
賀
教
会

で
執
り
行
わ
れ
た
。
佐
賀
地
区
で

は
昨
年
、
信
徒
使
徒
職
協
議
会
に

お
い
て
宣
教
司
牧
評
議
会
へ
の
移

行
が
決
定
し
、
規
約
を
準
備
し
て

本
年
２
月
に
宮
原
司
教
の
認
可
を

受
け
て
４
月
１
日
か
ら
発
効
し
て

い
た
。

　
発
足
式
ミ
サ
に
は
、
佐
賀
地

区
の
司
祭
・
修
道
者
・
信
徒
約

１
０
０
人
が
参
加
。
ミ
サ
の
説
教

で
司
教
は
「
新
し
い
ぶ
ど
う
酒
は

新
し
い
革
袋
に
入
れ
な
さ
い
」
と

い
う
聖
書
の
言
葉
を
引
用
し
、
新

た
に
発
足
し
た
宣
教
司
牧
評
議
会

と
い
う
組
織
を
新
し
い
革
袋
に
例

え
、「
神
の
愛
に
な
ら
っ
て
新
し

い
情
熱
を
も
っ
て
、
新
し
い
表
現

　
４
月
29
日
、
カ
テ
ド
ラ
ル
大
名

町
教
会
に
お
い
て
福
岡
教
区
修
道

女
連
盟
総
会
が
行
わ
れ
、
福
岡
教

区
に
所
属
す
る
シ
ス
タ
ー
約
60
人

が
集
ま
っ
た
。
尚
、
相
次
ぐ
余
震

の
影
響
に
よ
り
、
熊
本
地
方
の
シ

ス
タ
ー
方
が
欠
席
さ
れ
た
。
総
会

の
は
じ
め
に
参
加
者
全
員
で
心
を

合
わ
せ
、
被
災
地
の
た
め
の
祈
り

が
捧
げ
ら
れ
た
。

　
宮
原
良
治
司
教
に
よ
る
講
話

（
テ
ー
マ
「
い
つ
く
し
み
の
特
別

聖
年
―
大
勅
書
か
ら
―
」）
で
は
、

冒
頭
に
震
災
報
告
及
び
今
後
の
活

動
予
定
に
関
す
る
話
が
あ
っ
た
。

そ
の
上
で
、
司
教
は
参
加
者
に
、

「
私
た
ち
は
、
い
つ
く
し
み
の
特

別
聖
年
を
ど
う
生
き
る
べ
き
か
課

題
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
」
と
問
い
か
け
た
。
よ
り
ふ

さ
わ
し
く
生
き
る
た
め
の
手
掛
か

り
と
し
て
、
特
別
聖
年
を
制
定
さ

れ
た
教
皇
の
意
向
を
様
々
な
角
度

か
ら
探
る
と
共
に
、“
信
仰
”
と

“
生
活
”
に
つ
い
て
も
振
り
返
っ

た
。
司
教
は
自
身
の
体
験
を
例
に

佐賀地区宣教司牧評議会・女性の会が発足

新しいぶどう酒は 新しい革袋に

語
っ
た
。
ま
た
地
区
女
性
の
会
指

導
司
祭
の
リ
チ
ャ
ー
ド
神
父
（
伊

万
里
教
会
）
は
、「
神
の
救
い
の

計
画
の
中
で
、
女
性
に
対
し
て
特

別
な
恵
み
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
中
で
女
性
の

役
割
を
生
か
し
て
頑
張
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
激
励
の
言
葉
を
述

べ
た
。
そ
し
て
、
信
徒
を
代
表
し

て
宣
教
司
牧
評
議
会
副
会
長
の
道

津
功
氏
（
伊
万
里
教
会
）
が
、「
感

謝
と
喜
び
を
も
っ
て
、
組
織
と
し

て
の
規
約
に
沿
っ
て
司
教
様
に
安

心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
活
動

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
」
と
挨
拶

し
た
。

　
ミ
サ
後
は
佐
賀
カ
ト
リ
ッ
ク
幼

稚
園
講
堂
に
て
祝
賀
会
が
催
さ

れ
、
司
教
を
囲
ん
で
新
し
い
組
織

の
発
足
の
喜
び
を
分
か
ち
合
っ

た
。

（
報
告
＝
伊
万
里
教
会
・
吉
浦
健
司
）

山
頭
原
太
郎
神
父
戦
争
体
験
を
語
る

「
平
和
を
求
め
る
た
め
に
戦
争
は
あ
り
得
な
い
」

　
４
月
17
日
、
ピ
ー
ス
９
主
催
の

山
頭
原
太
郎
神
父
の
戦
争
体
験
を

聞
く
会
が
西
新
教
会
で
あ
っ
た
。

今
92
歳
の
師
は
神
学
生
の
時
召
集

さ
れ
暗
号
兵
と
し
て
働
か
れ
た
。

以
下
は
要
約
で
あ
る
。

　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
戦
争
の
終
盤
、
門
司
港
か
ら

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
移
送
さ
れ
る
た
め

四
千
人
の
兵
と
共
に
乗
船
し
た
。

途
中
台
湾
に
寄
っ
た
が
米
軍
の
爆

撃
で
半
数
が
亡
く
な
っ
た
。
自
分

は
助
か
っ
た
が
台
湾
で
終
戦
を
迎

え
た
。
こ
れ
で
殺
し
た
り
殺
さ
れ

た
り
は
無
く
な
っ
た
と
安
堵
し

た
。
戦
死
し
た
友
人
に
代
わ
っ
て

主
張
す
る
。

　
最
近
の
政
治
は
変
だ
。
平
和
を

求
め
る
た
め
に
戦
争
を
す
る
と

言
っ
て
い
る
が
馬
鹿
げ
た
話
だ
。

殺
し
合
い
で
平
和
な
ど
求
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
中
国
や
北
朝
鮮

が
脅
威
だ
か
ら
と
言
う
が
、
こ
ち

ら
が
武
器
を
持
っ
て
問
題
が
解
決

す
る
の
か
。
誰
か
に
武
器
を
持
た

せ
る
こ
と
は
、
相
手
を
殺
し
に
行

く
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
で
平
和

な
ど
絶
対
得
ら
れ
な
い
。
戦
争
当

時
は
竹
や
り
で
相
手
の
心
臓
を
突

く
訓
練
を
さ
せ
ら
れ
、
軍
隊
で

は
、
気
合
入
れ
と
称
し
て
、
互
い

の
殴
り
合
い
も
さ
せ
ら
れ
た
。
戦

争
は
お
ろ
か
な
こ
と
も
平
気
で
さ

せ
る
。

　
戦
争
が
終
わ
る
と
民
主
主
義
の

何
た
る
か
も
教
え
ら
れ
ぬ
ま
ま
、

た
だ
ワ
ー
ワ
ー
言
っ
て
、
こ
れ
が

民
主
主
義
教
育
の
す
べ
て
だ
っ

た
。
今
の
政
治
は
殺
し
合
い
で
平

和
を
求
め
る
な
ど
と
、
何
を
言
っ

て
い
る
の
か
と
思
う
。
戦
争
は
絶

対
や
っ
て
は
い
け
な
い
。

　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
約
一
時
間
の
講
話
は
感
動
的
で

遺
言
の
よ
う
で
も
あ
り
、
心
に
深

く
刻
ま
れ
た
。

（
報
告
＝
西
新
教
会
・
澤
田
愛
子
）

挙
げ
、時
に
笑
い
も
交
え
な
が
ら
、

本
来
の
使
命
よ
り
も
枝
葉
の
部
分

を
大
切
に
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
と
呼
び
か
け
た
。
講
話
の
終
わ

り
に
、「
神
は
必
要
な
時
に
、
必

要
な
人
を
、
必
要
な
所
に
派
遣
さ

れ
ま
す
。
私
た
ち
は
福
岡
教
区
に

派
遣
さ
れ
た
者
で
す
」
と
参
加
者

を
鼓
舞
し
た
。

　
ミ
サ
と
総
会
の
後
、
司
教
と
担

当
司
祭
・
古
川
健
一
神
父
と
共
に

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
昼
食
に

よ
る
交
流
会
が
行
わ
れ
た
。

　
４
月
23
日
（
土
）、
大
名
町
教

会
に
於
い
て
第
33
回
福
岡
地
区
カ

ト
リ
ッ
ク
女
性
の
会
総
会
が
開
催

さ
れ
た
。参
加
者
延
べ
１
５
１
人
。

総
会
の
中
で
、
各
施
設
（
栄
光
病

院
、
篠
栗
荘
、
富
の
里
）
で
奉
仕

し
て
い
る
代
表
か
ら
、
活
動
の
報

告
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
奉
仕
に
対
す

る
熱
い
気
持
ち
が
話
さ
れ
た
。
午

後
か
ら
は
長
崎
南
山
中
、
高
等
学

校
校
長
西
経
一
神
父
に
よ
る
講

演
。
テ
ー
マ
は
「
愛
の
う
ち
に
共

に
育
つ
」。
西
神
父
は
日
常
の
生

徒
達
と
の
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

交
え
な
が
ら
、「
交
換
」「
比
較
」

で
全
て
が
成
り
立
っ
て
い
る
世
の

し
く
み
の
中
で
、
そ
れ
ら
と
は
無

縁
で
あ
る
母
の
「
無
償
の
愛
」
の

大
切
さ
を
語
っ
た
。
何
も
で
き
な

い
、
何
も
交
換
出
来
る
物
を
持
た

な
い
生
ま
れ
て
間
も
な
い
赤
ち
ゃ

ん
に
、
無
条
件
に
注
ぐ
母
の
溢
れ

る
愛
は
福
音
（
神
様
の
愛
）
そ
の

も
の
で
あ
る
と
。
会
場
か
ら
「
神

父
の
お
話
に
泣
き
笑
い
し
な
が

ら
、
本
物
の
愛
を
し
み
じ
み
感
じ

ま
し
た
。『
目
に
見
え
な
い
深
い

愛
』『
目
に
見
え
な
い
物
を
見
る

目
』
に
つ
い
て
改
め
て
学
び
ま
し

た
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
最
後
は
宮
原
良
治
司
教
司
式
に

よ
る
ミ
サ
が
捧
げ
ら
れ
、
全
て
の

被
災
者
の
為
と
、
い
つ
く
し
み
の

特
別
聖
年
の
た
め
の
祈
り
で
締
め

く
く
ら
れ
た
。

　
今
回
、
４
月
14
日
か
ら
の
地
震

に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
が
出
て
い

る
熊
本
地
方
へ
の
支
援
の
為
、
参

加
者
か
ら
の
献
金
及
び
福
島
家
族

支
援
実
行
員
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

ミ
ニ
バ
ザ
ー
等
の
収
益
金
を
熊
本

女
性
の
会
の
活
動
の
為
に
送
る
事

と
な
っ
た
。
ま
た
、
熊
本
日
カ
連

役
員
か
ら
の
連
絡
に
よ
り
、
急
遽

各
小
教
区
へ
の
呼
び
掛
け
で
集

ま
っ
た
タ
オ
ル
約
８
０
０
枚
を
避

難
所
や
老
人
ホ
ー
ム
の
清
拭
用
と

し
て
送
る
こ
と
が
出
来
た
。

「戦争は絶対にいけない」と語る山頭師

発足式のミサで共に祭壇を囲む、司祭、修道者、信徒

祝賀会で青年と語る宮原司教

司教の講話に聞き入るシスターたち



痛みの相談室

いくま整骨院
受
付
時
間

平日：  9:30 ～ 12:00
　　　14:30 ～ 20:00
土曜：  9:30 ～ 15:00
休診：日曜・祝祭日
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パ
ス
ト
ラ
ル
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

理
事
長
）〔
テ
キ
ス
ト
〕『
聴
く
耳
、

み
る
目
、
理
解
す
る
心
』〔
費
用
〕

一
日
３
０
０
０
円
〔
問
合
せ
・
申

込
先
〕
☎
０
９
０
・
９
５
６
８
・

０
０
７
６
野
川

■
福
岡
ホ
ス
ピ
ス
の
会　

勉
強
会

〔
日
時
〕
７
月
10
日
（
日
）
14
時
～

16
時
〔
場
所
〕
大
名
町
教
会
4
階

会
議
室
〔
テ
ー
マ
〕
わ
た
し
の
こ

こ
ろ
づ
も
り
～
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ

ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
～
〔
講
師
〕

斉
藤
如
由
先
生
〔
参
加
費
〕
会
員

５
０
０
円
・
一
般
１
０
０
０
円〔
問

合
せ
先
〕
☎
０
９
０
・
１
１
６
２
・

６
３
９
５
柴
田

■
心
の
問
題
（「
心
の
健
康
セ
ミ

ナ
ー
」
の
継
続
版
）

〔
日
時
〕
７
月
24
日
（
日
）
14
時
～

16
時
〔
場
所
〕
福
岡
黙
想
の
家
ロ

グ
ハ
ウ
ス
〔
テ
ー
マ
〕
対
話
〔
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
〕
稲
津
カ
ヨ
コ
氏
（
精

神
科
医
師
）、
中
村
克
徳
神
父
（
御

受
難
修
道
会
）〔
参
加
費
〕
自
由

献
金〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
４
０
・

３
３
・
２
７
１
１
吉
永

■
北
九
州
召
命
を
共
に
祈
る
会

〔
日
時
〕
６
月
９
日（
木
）
14
時
か

ら〔
場
所
〕
小
倉
教
会〔
内
容
〕
ミ

サ
と
茶
話
会
〔
問
合
せ
先
〕
☎
０

９
４
９
・
２
４
・
９
９
０
５
藤
井

■
小
倉
祈
り
の
集
い

〔
日
時
〕
６
月
24
日
（
金
）
13
時
半

～
15
時
〔
場
所
〕
小
倉
教
会
信
徒
会

館
2
階〔
指
導
〕
牧
山
勝
美
神
父〔
内

容
〕
み
こ
と
ば
を
味
わ
う
・
賛
美

と
感
謝
の
祈
り
〔
問
合
せ
先
〕
☎
０

９
０
・
３
９
８
５
・
５
２
０
９
松

田
 

◆
　
　
　
佐
　
　
賀

■
佐
賀
祈
り
の
集
い

〔
日
時
〕
６
月
10
日
（
金
）
10
時
～

編
集
後
記

案　内　板　　会合と催し ６月のこよみ

カテドラルでのゆるしの秘跡
　日　時：6月4日、18日、7月2日、16日、30日
　　　　　　10時～11時45分
　場　所：カトリック大名町教会小聖堂

福岡教区広報室アドレス
http://fukuoka.catholic.jp
E-mail:cdf-kouhou@nifty.com

　
晴
れ
る
朝
霧
の
向
こ
う
に
日
の

光
が
差
し
込
み
、
見
事
な
景
観
を

映
し
出
す
。
そ
の
中
を
通
り
抜
け

る
時
の
爽
快
感
。「
ゆ
る
し
の
秘

跡
」
を
味
わ
う
感
じ
が
す
る
。
自

然
や
人
を
通
し
て
「
い
つ
く
し
み

深
い
御
父
」の
姿
が
見
え
て
く
る
。

新
し
い
一
日
を
、
新
し
い
気
持
ち

で
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
。（
Ｓ
）

■
聖
霊
に
よ
る
刷
新
福
岡
祈
り
の

集
い
〔
日
時
〕
毎
週
月
曜
11
時
～

12
時
半
〔
場
所
〕
大
名
町
教
会
１

階〔
内
容
〕
賛
美
と
感
謝
の
祈
り
・

聖
書
の
分
か
ち
合
い
〔
問
合
せ
先
〕

０
９
２
・
５
２
１
・
２
４
０
３
蓮

尾■
震
災
の
た
め
の
祈
り
の
リ
レ
ー

〔
日
時
〕
６
月
11
日
（
土
）
集
会
祭

儀
６
時
半
か
ら
・
夕
の
祈
り
17
時

半
か
ら
〔
場
所
〕
キ
リ
ス
ト･

イ
エ

ス
の
宣
教
会
小
野
田
修
道
院
〔
問

合
せ
先
〕
☎
０
９
０
・
２
３
０
５
・

５
１
９
１
Br.
阿
部（
パ
ウ
ロ
会
）

■
祈
り
の
集
い
・
勉
強
会

〔
日
時
〕
６
月
11
日
（
土
）
14
時
か

ら
〔
場
所
〕
聖
パ
ウ
ロ
修
道
会
福

岡
修
道
院
〔
指
導
〕
永
富
久
雄
神

父
（
聖
パ
ウ
ロ
修
道
会
）〔
問
合
せ

先
〕
☎
０
９
２
・
５
４
１
・
３
７

３
０
松
山

■
聖
ド
ミ
ニ
コ
信
徒
会
集
会

〔
日
時
〕
第
２
・
３
土
曜
14
時
～

16
時
〔
場
所
〕
箱
崎
教
会
〔
内
容
〕

ミ
サ
・
聖
ド
ミ
ニ
コ
に
つ
い
て
の

お
話
〔
指
導
〕
ア
ン
ト
ニ
オ
・
李

神
父（
ド
ミ
ニ
コ
会
）〔
問
合
せ
先
〕

☎
０
９
０
・
１
１
７
４
・
２
８
７

７
岩
村

■
レ
ジ
オ
マ
リ
エ
福
岡
ク
リ
ア

〔
日
時
〕
６
月
12
日
（
日
）
14
時
か

ら
〔
場
所
〕
高
宮
教
会
〔
問
合
せ
〕

☎
０
９
０
・
５
９
３
６
・
３
８
３

１
今
野

■
第
68
回
福
岡
典
礼
聖
歌
研
修
会

〔
日
時
〕
６
月
19
日
（
日
）
14
時
か

ら〔
場
所
〕
浄
水
通
教
会〔
テ
ー
マ
〕

詩
編
を
歌
う
⑩
〔
指
導
〕
深
堀
純

氏
〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
２
・
５
４

１
・
３
７
３
０
松
山
※
感
謝
献
金

■
在
世
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
集
会

〔
日
時
〕
６
月
19
日
（
日
）
14
時
か

ら〔
場
所
〕
高
宮
教
会〔
指
導
〕
ジ
ョ

ン
ソ
ン
神
父
（
カ
プ
チ
ン
修
道
会
）

〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
２
・
８
４
３
・

５
８
３
１
岩
崎

■
福
岡
召
命
を
共
に
祈
る
会

〔
日
時
〕
６
月
21
日
（
火
）
13
時
半

か
ら〔
場
所
〕
大
名
町
教
会〔
内
容
〕

ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
、
分
か
ち
合
い

〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
２
・
９
２
１
・

４
５
３
２
山
口

■
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
を
歌
う
会

〔
日
時
〕
６
月
21
日
（
火
）
11
時
か

ら 

〔
場
所
〕
聖
ク
ラ
ラ
寮 

〔
内
容
〕

イ
エ
ス
の
聖
心
に
捧
げ
る
グ
レ
ゴ

リ
オ
聖
歌
ミ
サ
〔
問
合
せ
先
〕
☎

０
９
６
・
３
８
０
・
５
６
８
６
堺

■
ラ
ス
キ
ン
黙
想
と
祈
り
の
集
い

〔
日
時
〕
６
月
24
日
（
金
）
19
時
45

分
か
ら
〔
場
所
〕
大
名
町
教
会
小

聖
堂
〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
０
・

２
３
０
５
・
５
１
９
１
Br.
阿
部（
パ

ウ
ロ
会
）

■
カ
ル
メ
ル
在
世
会
集
会

〔
日
時
〕
６
月
27
日
（
月
）
10
時
半

か
ら
〔
場
所
〕
福
岡
女
子
カ
ル
メ

ル
会
修
道
院
・
テ
レ
サ
の
家
〔
内

容
〕
ミ
サ
・
講
話
〔
指
導
〕
中
川

博
道
神
父
（
カ
ル
メ
ル
会
）〔
問
合

せ
先
〕
☎
０
９
５
・
８
２
８
・
２

３
５
０
鵜
池

■
美
野
島
司
牧
セ
ン
タ
ー

あ
な
た
の
勇
気
が
路
上
の
い
の
ち
を

支
え
ま
す
！
◆
ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
に

手
作
り
お
昼
ご
は
ん
　
毎
週
火
曜
日

10
時
30
分
◆
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
夜
回

り
第
１
金
曜
日
20
時
◆
路
上
か
ら
ア

パ
ー
ト
に
入
居
し
た
方
を
訪
問
　
第

３
土
曜
日
13
時
〔
問
合
せ
先
〕
☎
０

９
２
・
４
３
１
・
１
４
１
９
Ｍ
・
コ
ー

ス
神
父

■
傾
聴
学
び
の
ご
案
内

〔
日
時
〕
７
月
１
・
２
日
、
9
月
２
・

３
日
、
10
月
28
・
29
日
、
９
時
半

～
16
時
半
〔
場
所
〕
サ
ン
パ
ウ
ロ

福
岡
宣
教
セ
ン
タ
ー
3
階
〔
講
師
〕

Ｗ
・
キ
ッ
ペ
ス
師
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
臨
床

 

◆
　
　
　
北

九

州

いつくしみ深く
御父のように年間目標

※祈りの集い

年間テーマ：イエスとの出会い　その喜びを味わう

　・日　時：6月9日（木）10時～15時

　・内　容：ザアカイ （ルカ19：1－9）

指　導　者：フランコ・ソットコルノラ神父（真命山院長）

問合わせ先：真命山諸宗教対話・霊性交流センター

　・次　回：7月14日（木）サマリアの女（ヨハネ4：6-30）

☎0968・85・3100 　　0968・85・3186

玉名郡和水町蜻浦1391-7・E-mail  shinmeizan@gmail.com

真命山諸宗教対話・霊性交流センター

 6日（月）～ 8日（水）　御受難会共同体の日（空室0）

11日（土）～12日（日） 月例黙想会（参加者募集中）

19日（日）～20日（月） 聖マリア在俗会（空室10）

＊宗像市名残1056　☎0940・32・3222   0940・32・3385
 　　　　 Email: f-mokuso@fmokuso.com

インターネットで検索

福岡黙想の家ご案内　６月

福岡黙想の家 検索 ⇒

【６月】

  1日（水） 聖ユスチノ殉教者　　教会行政・法制委員会

  2日（木） 常任司教委員会

 †ﾖｾﾌ松永久次郎司教（2006年）

  3日（金） イエスのみ心　　初金ミサ・サーリスの集い

 †V.マテオ（2002年 黙想の家）

  4日（土） 聖母のみ心　キリスト教天草伝来450年祭

  5日（日） 年間第10主日　キリスト教天草伝来450年祭記念ミサ

  7日（火） †P.ダイヤモンド（2006年 崎津教会）

  8日（水） 福岡教区カトリック学校中堅教職員研修会

 11日（土） 聖バルナバ使徒

 12日（日） 年間第11主日

 13日（月） 聖アントニオ（パドバ）司祭教会博士

 定例司教総会（～17日）

 18日（土） ＷＹＤ参加者面談

 19日（日） 年間第12主日

 21日（火） 聖アロイジオ・ゴンザガ修道者

 教区全司祭研修会（～23日）

 25日（土） カトリック幼児教育教職員養成研修

 26日（日） 年間第13主日　聖ペトロ使徒座への献金

 28日（火） 聖イレネオ司教殉教者

 29日（水） 聖ペトロ 聖パウロ使徒

 †ﾗﾌｧｴﾙ鵜野泰年（2011年 若松教会）

 30日（木） 福岡コレジオ会議（～7月1日）

【７月】

  1日（金） 福者ペトロ岐部司祭と187殉教者

  3日（日） 年間第14主日

■ゴチックは司教日程

 

◆
　
　
　
福
　
　
岡

12
時
〔
場
所
〕
佐
賀
カ
ト
リ
ッ
ク

会
館
〔
内
容
〕
ミ
サ
と
祈
り
〔
問
合

せ
先
〕
☎
０
９
５
２
・
３
０
・
８

３
４
７
吉
武

■
佐
賀
テ
ゼ
の
祈
り

〔
日
時
〕
６
月
11
日
（
土
）
20
時
か

ら
〔
場
所
〕
佐
賀
教
会
聖
堂
〔
問
合

せ
先
〕
☎
０
８
０
・
６
４
５
５
・

９
２
６
７
秋
吉

■
聖
霊
に
よ
る
刷
新
熊
本
祈
り
の

集
い
〔
日
時
〕
毎
週
金
曜
日
10
時
半

～
12
時
〔
場
所
〕
手
取
教
会
信
徒
会

館
〔
内
容
〕
賛
美
と
感
謝
の
祈
り
・

聖
書
と
典
礼
の
分
か
ち
合
い
〔
問
合

せ
先
〕
☎
０
９
６
・
３
８
４
・
１

６
９
３
中
川

■
熊
本
地
区
召
命
を
共
に
祈
る
会

〔
日
時
〕
6
月
16
日
（
木
）〔
場
所
〕

健
軍
教
会
〔
問
合
せ
先
〕
健
軍
教
会

☎
０
９
６
・
３
６
８
・
２
８
２
５
浦

川
務
神
父

 

◆
　
　
　
熊
　
　
本

司
祭
人
事
異
動

６
月
１
日
付

◆
下
町
豊
重
師
（
佐
賀
教
会
）
＝

天
使
幼
稚
園
（
大
牟
田
）
園
長
着

任◆
井
手
公
平
師
（
大
牟
田
教
会
）

＝
天
使
幼
稚
園
（
大
牟
田
）
園
長

退
任

日本臨床パストラルケア研究会 in 長崎
日　時：6月25日（土）～26日（日）
　　　　9：30 受付開始、10：00 会員総会
テーマ：「いのち」
　　 　　　受けとり、寄り添い、受け継いでゆく
講演者：蓮田太二氏、嘉藤茂氏、髙木慶子氏
場　所：長崎カトリックセンター
参加費：5,000 円（当日 6,000 円）
主　催：ＮＰＯ法人臨床パストラル教育研究センター
問合せ先：０４５－５０８－９１０７
　　　　　詳細は http://pastoralcare.jp/

熊本地震被災地支援
チャリティーコンサート

祈りを歌に～被災された方々のために～
日　　時： 6 月25日（土）
　　　　　11：30～ バザー・ミニ喫茶
　　　　　13：00　 コンサート開演
場　　所：カトリック大名町教会　2 階大聖堂
主　　催：福岡教区災害支援室内福島家族支援実行委員会
問合せ先：０８０－８３９２－７３９４ 目良
※バザーの収益は福島母子支援に、コンサートの献金は

熊本被災支援に使われます。
※当日は駐車場がございませんので、公共の交通機関を

ご利用ください。

筑後地区信徒研修会
日　時： 6 月26日（日）14：00から
テーマ：今村信徒発見 150 周年
講　師：古巣 馨 神父（長崎教区）
場　所：カトリック今村教会　聖堂
対象者：筑後地区各小教区信徒
主　催：筑後地区宣教司牧評議会
※参加費は無料ですが、講師への謝礼として献金を

お願いします。
※当日は、講話の後、講師への質疑応答もあります。

◆
原
稿
は
４
０
０
字
以
内
　

◆
投
稿
先
：
福
岡
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
館
　
教
区
報
係
り
宛

    
F
A
X
0
9
2
･
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･
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メ
ー
ル c

d
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o
u
h
o
u
@

n
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※
「
自
由
席
」
と
明
記
し
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

　
所
属
教
会
も
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
用
語
そ
の
他
で
編
集
・
添
削
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
原
稿
は
お
返
し
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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